
きさらづ里山の会 ビジョン２０１６ 
 

・地域の里山に循環を取り戻すため、近隣住民が協力しながら、里山資源を利活用するためのプラットフォームをつくる。 

・会員は、会の運営に協力し、互いのプロジェクトを応援しあう。 

・役員は、共通部分の作業とプロジェクト間の調整を行う。 

 

 

 

年内に以下を決定し、年度内に第一目標の計画を策定する。 

１．現在の活動地の最終的な範囲決め 

２．大分類 エリア決め（ベース樹種と利用目的） 

針葉樹林／広葉樹林／針広混交林／ワークスペース（小屋、水場、炭焼き、煮炊き、作業）など 

３．中分類 エリア決め（栽培する特用林産物） 

 クロモジ／シイタケ／薬草など 

 

 

現在の活動地のゴールを定め、 

計画を立てる。 

 

現在の活動地の計画に沿って 

事業を進め、計画を達成する。 

 

次の活動地を決める。 

 

里山の利活用により、 

地域の里山に循環を取り戻す。 

目的 

現在 

1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 5 年後 6 年後 7 年後 

・・・・・

第一目標 第二目標 第三目標 



１．現在の活動地の最終的な範囲決め 

2016 年 11 月 1 日現在、千葉県里山条例の認定地内 『笹子ヴァルト』 

 

２．大分類 エリア決め（ベース樹種と利用目的） 

■Ａ．北ヴァルト（水色） 

＜コンセプト＞ 

 憩いの森 

 

＜ベース樹種＞ 

  広葉樹 

 

＜利用目的＞ 

・ 薪材 

・ 炭焼き 

・ シイタケ 

・ 果樹 

・ ワークエリア 

・ 散歩道 

 

 

 

 

 

■Ｂ．南ヴァルト（オレンジ色） 

＜コンセプト＞ 

 実用の森 

 

＜ベース樹種＞ 

  針広混交林 

 

＜利用目的＞ 

・ 薪材 

・ 建材 

・ クロモジ 

・ マイツリー育樹スペース

貸出 

Ａ

Ｂ



 

３．中分類 エリア決め（栽培する特用林産物） 

Ａ．北ヴァルト 
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Ｂ．南ヴァルト 
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